別記様式第１号（第４関係）
東京都地域特産品認証食品
新規認証申請書

令和　　年　　月　　日

東　京　都　知　事　殿

　　　　　　　　　　　　申請者　住　所（団体は主たる事務所の所在地）


氏　名（団体は名称及び代表者の職・氏名）





　東京都地域特産品認証事業実施要領第４の規定に基づき、下記のとおり申請します。


記













１　申請の区分（該当するものに○）
	Ａ
	東京都内産の原材料を
使用しているもの
	Ｂ
	東京の伝統的手法など生産方法に
特徴があると認められるもの



２　申請品の概要
	認証食品名
	

	内容量（単位）※１
	

	賞味期限・消費期限
（設定期間を記入）
	

	小売価格（税込）
	

	販売量（過去１年間）
	

	販売額（過去１年間）
	

	主な販売先
	

	包装形態
（該当するもの全てに○）
	紙袋 ・ 箱 ・ 缶 ・ ビン ・
プラスチック（材質：　　　　　　　　　　　　　）・
　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	製　造
工　場
	名　称
	

	
	所在地
	

	
	電　話
	
	ＦＡＸ
	

	責任者職・氏名
	

	衛生管理に係る第三者認証取得の有無
	　１　有
（認証制度名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
　２　無

	認証マークの表示方法など（該当するもの全てに○）
	　１　シール添付　　　　　　
　２　容器等に印刷
　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	原材料
（すべて記載）






	原材料名
	生産・製造者
	原産地※２
（主な原材料のみ）
	配合割合
（％）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	―
	

	
	
	
	―
	

	食品添加物
（すべて記載）
	
	
	―
	

	
	
	
	―
	

	
	
	
	―
	

	
	
	
	―
	

	
	
	
	―
	

	製造方法※３


	（説明）





（フローチャート）











※1 内容が同一で容量や包装形態等が異なる商品がある場合は、別紙1に記載すること。
※2 主な原材料が国産品の場合は都道府県名、輸入品の場合は原産国名を記載すること。
※3 加熱・冷却等の工程がある場合は、温度及び時間を記載すること。
製造方法を明らかにした書類（写真つきフローチャート等）を添付すること。
３　商品の特徴・ＰＲ
	１
	思い・こだわり
	（生産・製造・流通・販売などに関して、東京都の地域・自然・歴史・伝統・技術など、東京の食文化に関わる思い・こだわりを記載すること。）






	２
	オリジナリティ
	（他の製品にはないユニークな取組やオリジナリティを記載すること。）






	３
	品質・品質管理
	（使用する原材料を厳選し、品質、等級基などを明確化している、生産から販売まで一定の管理基準を定めているなど、品質・品質管理方法を具体的に記載すること。）






	４
	安定供給・デザイン・知名度
	（年間の供給体制、デザイン・ネーミングへの工夫、マスコミ取材歴、受賞・褒賞歴など、当該商品の市場性を記載すること。）







４　申請者の概要
令和　　年　　月　　日現在
	法人等の名称
	

	本社所在地
	

	代表者
	

	設立年月日（注）
	

	資本金等
	千円
	従業員数
	人

	URL
	

	主な事業内容
	


（注）個人にあっては、事業開始年月日

５　担当者連絡先
	担当者名
	

	部署
	

	電話
	

	FAX
	

	Email
	　　　　　　　　　＠



◎　添付書類
　１　主な原材料（原材料の重量に占める割合上位３位までのもので、かつ、原材料の重量に占める割合が５％以上のもの、及び商品名にその名称が付されたもの）について納入業者が発行する原産地証明書
　２　認証を受けた場合における地域特産品の包装等の表示内容及び図案（全面）
　３　試食用サンプル（※認証審査委員会時に提出）
　４　保健所等が実施した最新の食品衛生監視票の写し
　５　品質等に関する自主基準及び分析証明書の写し
　６　商品の特徴・ＰＲの根拠となる書類
　７　適切な衛生管理を行っていることがわかる書類（衛生管理に係る第三者認証を取得している場合はその認証書等）
　８　その他必要書類


　□私は下記誓約書の内容を理解し誓約した上で、本認証申請書を提出いたします。
　　（同意する場合は、□にチェックをいれてください。）


誓 約 書

東 京 都 知 事 殿

東京都地域特産品認証事業実施要領第４の規定に基づく認証の申請を行うに当たり、当該申請により認証を受けようとする者（法人その他の団体にあっては、代表者、役員、使用人、従業員、構成員等を含む。）が東京都暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団、同条第３号に規定する暴力団員又は同条第４号に規定する暴力団関係者（以下「暴力団員等」という。）に該当せず、かつ将来にわたっても該当しないことをここに誓約いたします。
また、この誓約に違反又は相違があり、同要領第１８の規定により認証の決定の取消しを受けたときは、これに異議なく応じることを誓約いたします。
あわせて、知事が必要と認めた場合には、暴力団員等であるか否かの確認のため、警視庁へ照会がなされることに同意いたします。

＊この誓約書における「暴力団関係者」とは、以下の者をいう。
・暴力団又は暴力団員が実質的に経営を支配する法人等に所属する者
・暴力団員を雇用している者
・暴力団又は暴力団員を不当に利用していると認められる者
・暴力団の維持、運営に協力し、又は関与していると認められる者
・暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者
